
都市再生推進法人
（一社）前橋デザインコミッション

入会案内



　いま、前橋の民主導のまちづくりが、全国から注目されています。市民が
自ら未来を描き行動するその姿勢は、各地から関心を寄せられています。

　2016年に前橋ビジョン『めぶく。』、2019年のアーバンデザインをきっか
けに、100年後を見据えた持続可能で創造的なまちづくりが進んでいます。

　一般社団法人 前橋デザインコミッション（MDC）は、この未来を実現す
るために生まれた官民共創のまちづくり組織です。前橋市から都市再生推
進法人に指定され、都市空間の再編や新しい価値の創出に取り組んでい
ます。

　行政任せでも、民間だけでもなく、ともに描き、ともに動かす。それがMDC
のまちづくりのかたちです。

　私たちの目指すのは、一部の人だけでなく、志を共にする誰もが参加し
対 話ができる、開かれたプラットフォームです。そして互いに責 任 感を持っ
て取り組めるよう、活動は会費制を取り入れています。

　すでに馬 場 川での 取 組は二 度にわたり国 土 交 通 大 臣 賞を受 賞しまし
た。今 後はエリア展 開を進め、より多くの人々が参 加できる仕 組みを広げ
ていきます。群 馬 県のクリエイティブ・シティ構 想や前 橋 市の再 開 発とも連
動し、まちなかの進化はさらに加速していきます。

　ともに前橋の未来を描き、創っていく仲間のご参加をお待ちしています。

2025年10月1日
代表理事 宇留賀敬一

「 前 橋 の 未 来を共に創る仲 間を募 集しています 」
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MDC会員として得られる主なメリット
※MDC会員には複数の種別があり、参加できる活動や受けられる特典は会員種別によって異なります。
　詳細はこの後の「3．会員種別に応じた特典内容」でご案内します。

1

1 会 員 制 度について

■「前橋で何かやってみたい・新しいことを始めてみたい」と思った際に、MDCに気軽にご相談い
ただけます。  

■地元企業や行政、教育機関、住民など、地域のさまざまな関係者とのつながりづくりや情報提供
などのサポートを受けることができます。

「前橋で何かやりたい」と
思ったことをサポートします

■会員企業として、全国で注目を集める
　前橋の民主導のまちづくりに参画いただける機会が得られます。

■具体的には、MDCの活動趣旨に沿った新規事業案の持ち込みや、
　自社の知見・人材・技術などを活用して、MDCのプロジェクトに主体的に関わることが可能です。

■また、前橋の市民・行政・地元企業等が連携する地域プラットフォームに参加いただき、
　前橋のまちづくりの主体的に関わることができます。

前橋のまちづくりを
共にデザインする機会が得られます

▲民間資金による馬場川通りの再編

■前橋のまちなかで新しい技術やサービスを、実証・
社会実装する機会が得られます。

■自社の製品・サービスを、実際に住民や事業者と
共に検証することができます。

■市民や行政、地元関係者とのつながりづくり・調
整をMDCがサポートします。

前橋のまちなかを「挑戦する場」として
活用する機会が得られます

前橋のまちなかを新事業の挑戦の場へ

▲

世界各国からの最新技術
スタートアップ
デジタル・クリエイティブ企業

都心からの企業移転
起業家、イノベーター
建築家、デザイナー
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会員種別と会費

会員種別に応じた特典内容　

2

3

会員種別 会費
（1口＝1万円） 定義

正会員

共創会員 200口以上
MDCの取組に賛同し、事業の企画運営を担い、

事業面において支援いただける法人
連携会員 50口以上

法人正会員 5口以上 MDCの取組に賛同し、事業の企画運営を担う法人・団体

個人正会員 3口以上 MDCの取組に賛同し、事業の企画運営を担う個人

賛助会員 1口以上 MDCの取組に賛同する個人・法人・又は団体

特別会員 ー 事業面で協力いただける、官公庁・専門家など

特典内容

正会員
賛助会員 特別会員

共創会員 連携会員 法人正会員 個人正会員

200口以上 50口以上 5口以上 3口以上 1口以上 ー

1_事業共創 ◯ ー ー ー ー ー

2_事業連携 ◯ ◯ ー ー ー ◯

3_イベント等への参加 ◯ ◯ ◯ ◯ ー ー

4_総会議決権 ◯ ◯ ◯ ◯ ー ー

5_広報関係 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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特典内容についての詳細4

■MDCの活動趣旨に沿った、事業案の持ち込みができます。※

■前橋のまちなかを、新技術・サービス等の実証・社会実装場としてを活用できます。※

■MDCが伴奏支援を行い、市民や行政、地元関係者とのつながりづくりや調整をサポートします。

■MDCのネットワークや枠組み、事業・プロジェクトに
関して、優先的にご参加・ご活用いただけます。

■MDCの取組みとして開催するイベント等に、自社の
知見・人材・技術などを活用し、主体的に事業に参画
できます。

■前橋の市民・行政・地元企業などと連携する地域プ
ラットフォームに参加し、まちづくりの方向性や地域
課題等の議論・解決に主体的に参画できます。

事業共創
～前橋のまちなかで新しい事業への挑戦をサポート～

事業連携
～MDCの取組みに主体的に参画が可能～

地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

会
員
企
業

※事業内容を踏まえ実施可否を判断します。また、事業に必要な資金・人材等は、提案者のご負担となります。

新規事業を持ち込み 新技術の実証・社会実験

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
、

地
域
課
題
等
に
つ
い
て

議
論
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■会員限定の特別なイベントに参加できます。
　●今後、著名な建築家・まちづくりの専門家・最先端のクリエイターなど多彩な外部講師を招いて、
　 まちづくりに関するセミナー・勉強会を企画していきます。
　●さらに、会員の皆様のご意見を取り入れながら、多様なイベントや交流の場を企画していきます。

■MDCの総会へ出席できます。
■総会での議決事項に関する議決権（1票）が得られます。

■MDCの公式ウェブサイト・広報媒体等への会社ロゴ（法人会員）・氏名（個人会員）を掲載します。
■会員限定のメールマガジンを配信します。

イベント等への参加
～新たな学びやつながりを創出～

総会議決権
～MDCのまちづくりに意見を反映できる機会～

広報関係
～広報媒体での会員PRと会員限定の情報発信～

※共創会員・連携会員は無料で参加いただけます。
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2 入 会 方 法について

年会費の納入について2

［ HP申請の場合 ］
申請フォームから、銀行振込・クレジットカード決済を選択し、納入をお願いします。

［ 電子メール申請の場合 ］
当事務局から支払い案内を送付しますので、銀行振込で納入をお願いします。
※年度の途中でのご入会の場合
申込日の翌月を入会月とし、入会月を含めた月割りでの会費となります。 （10円未満切り捨て）

計算式：初年度年会費＝年会費÷12か月×（入会翌月～年度末の月数）

会員種別の変更・会費の増額について3

会員種別の変更や会費の増額によって、MDCの活動を更に推進していただけることを大歓迎しています。
その際は事務局宛にご連絡ください。

退会について4

年度内に退会された場合の年会費の返金はございません。退会をご希望の場合は、事務局宛にご連絡ください。

入会方法について1

■「会員入会ページ」の申請フォームに必要事項をご記入をお願いします。

■または、入会申込書（次項）を「会員入会ページ」からダウンロードいただき必要事項を記入の上、
　事務局宛に電子メールで送付をお願いします。

会員入会ページ
HP： https://www.maebashidc.jp/support/

事務局宛先
〒371-0023前橋市本町2-1-6　
TEL: 027-289-3773　 
E-mail: info@maebashidc. jp
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3 入 会 申 込 書（ 様 式 ）
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　前橋はかつて絹産業で栄え、人と人の助け合いと心のつながりで暮らし
を支えてきました。その温もりとともに育まれた前橋の文化は、今も商店や祭
り、地域の集まりに息づいています。

　これからの前橋は、豊かな土台に「創造の力」と「未来をつなぐ技術」を
重ねていきます。新しいものは古いものを壊すためではなく、日常や文化を
もっと楽しく、もっと便利に、そして誇りをもって受け継ぐためにあります。

　例えば、昔ながらの店先に新しい出会いが重なれば交流が生まれ、地域
に息づく営みを広げれば全国から仲間が集まり縁がつながります。さらに、
お祭りのにぎわいを届ければ、遠くの家族や出ていった若者も一緒に楽し
むことができます。

　前橋を出た若者にとっても、「昔のままの地元」ではなく、「学びや経験を
活かせる場所」「再び挑戦できる場所」へ。懐かしさと新しさが同居する前
橋に戻れば、仲間と共に夢を語り、未来に挑むことができます。

　 前 橋は文 化と技 術の力で人々の心を惹きつけ、共 感を生 み 、世 界とつ
ながる都 市へと歩みます。助け合いの精 神と創 造の力が交わるとき、前 橋
は誰もが誇りを持てる「共感の都」として輝き始めます。

　そんな明日の前橋を、皆さんと共に描いていきましょう。その先に、先進企
業や研 究 開 発 拠 点を惹きつけ、世 界に開かれた前 橋が実 現します。前 橋
から、日本の次世代社会を共に創っていきましょう。

　それこそが、前橋ビジョン『めぶく。』の実現です。

「 懐 かしさと新しさが 重なるまち、前 橋 」
―前橋ビジョン「めぶく。」が描く未来―
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企業会員一覧（令和7年9月末時点）

丸山法律事務所
Maruyama Law Office

前橋中心商店街
協同組合

株式会社
シャープドキュメント

富士

三陽技術
コンサルタンツ(株)

有限会社
中央電気商会

株式会社
大塚製作所

ぼくとWorks
合同会社

大和メンテナンス
株式会社

株式会社
勝山工務所
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都市再生推進法人（一社）前橋デザインコミッション（MDC）
〒371-0023 前橋市本町2-1-6　
TEL: 027-289-3773
FAX: 027-289-3774
E-mail: info@maebashidc.jp
HP: https://www.maebashidc.jp

入会に関するお問い合わせ先


